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(57)【要約】
【課題】配線器具装置を長期に渡り安定して覆い隠すこ
とができる、配線器具装置の隠ぺい方法を提供する。
【解決手段】配線器具装置３は、壁裏１ｂの配線器具固
定体４と、壁裏１ｂの電線２が接続されて壁孔１ｃから
露出する配線器具５と、配線器具５を保持する器具保持
枠６と、器具保持枠６および壁孔１ｃを覆う化粧プレー
ト７とを備える。隠ぺい装置８は、背面板１０ａを有す
る基台１０と、カバー体１１とを備える。隠ぺい方法は
、背面板１０ａの貫通孔１０ｂから、電線２が接続され
た配線器具５付きの器具保持枠６を、後方から通過させ
、背面板１０ａを壁１の前面に当接させ器具保持枠６を
背面板１０ａの前面に宛がう。そして、ビス１２を、器
具保持枠６および背面板１０ａに挿通し、配線器具固定
体４にねじ込む。次いで、化粧プレート７を器具保持枠
６に取り付け、基台１０に組み付けられるカバー体１１
によって、配線器具装置３の壁表１ａ側を覆い隠す。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁に設置される配線器具装置の壁表側を、隠ぺい装置を用いて覆い隠す隠ぺい方法であ
って、
　前記配線器具装置は、壁裏に配置される配線器具固定体と、前記壁裏の電線が接続され
て壁孔から前記壁表に露出する配線器具と、その配線器具を保持して前記壁の前面に対向
するとともに前記配線器具固定体にビス止めされる器具保持枠と、前記配線器具が前記壁
表に露出するようにして前記器具保持枠および前記壁孔を覆う化粧プレートとを備え、
　前記隠ぺい装置は、背面板を有する基台と、その基台に組み付けられもしくは備わるカ
バー体とを備え、
　前記隠ぺい方法は、
　前記基台の背面板に形成された貫通孔から、前記電線が接続された前記配線器具付きの
前記器具保持枠を、後方から前方に通過させ、前記背面板の裏面を前記壁の前面に当接さ
せるとともに前記器具保持枠を前記背面板の前面に宛がい、
　前記器具保持枠に設けられたビス挿通孔に、ビスを挿通し、そのビスを前記背面板を通
過させて前記配線器具固定体にねじ込むことにより、前記器具保持枠と前記配線器具固定
体とで前記背面板および前記壁を挟持して、前記器具保持枠および前記基台を前記壁に固
定し、
　次いで、前記化粧プレートを前記器具保持枠に取り付け、前記基台に組み付けられもし
くは備わる前記カバー体によって、前記配線器具装置の前記壁表側を覆い隠す、配線器具
装置の隠ぺい方法。
【請求項２】
　壁に設置される配線器具装置の壁表側を、隠ぺい装置を用いて覆い隠す隠ぺい方法であ
って、
　前記配線器具装置は、壁裏に配置される配線器具固定体と、前記壁裏の電線が接続され
て壁孔から前記壁表に露出する配線器具と、その配線器具を保持して前記壁の前面に対向
するとともに前記配線器具固定体にビス止めされる器具保持枠と、前記配線器具が前記壁
表に露出するようにして前記器具保持枠および前記壁孔を覆う化粧プレートとを備え、
　前記隠ぺい装置は、背面板を有する基台と、その基台に組み付けられもしくは備わるカ
バー体とを備え、
　前記隠ぺい方法は、
　前記基台の背面板に形成された貫通孔から、前記電線を、後方から前方に通過させ、そ
の電線を、前記配線器具付きの前記器具保持枠における配線器具に接続し、前記背面板の
裏面を前記壁の前面に当接させるとともに前記器具保持枠を前記背面板の前面に宛がい、
前記器具保持枠に設けられたビス挿通孔に、ビスを挿通し、そのビスを前記背面板を通過
させて前記配線器具固定体にねじ込むことにより、前記器具保持枠と前記配線器具固定体
とで前記背面板および前記壁を挟持して、前記器具保持枠および前記基台を前記壁に固定
し、
　次いで、前記化粧プレートを前記器具保持枠に取り付け、前記基台に組み付けられもし
くは備わる前記カバー体によって、前記配線器具装置の前記壁表側を覆い隠す、配線器具
装置の隠ぺい方法。
【請求項３】
　壁に設置される配線器具装置の壁表側を覆い隠す、隠ぺい装置であって、
　前記配線器具装置は、壁裏に配置される配線器具固定体と、前記壁裏の電線が接続され
て壁孔から前記壁表に露出する配線器具と、その配線器具を保持して前記壁の前面に対向
するとともに前記配線器具固定体にビス止めされる器具保持枠と、前記配線器具が前記壁
表に露出するようにして前記器具保持枠および前記壁孔を覆う化粧プレートとを備え、
　前記隠ぺい装置は、
　前記壁の前面と前記器具保持枠との間に配置される背面板を有する基台と、前記基台に
組み付けられてもしくは備えられて、前記配線器具装置の壁表側を覆い隠すカバー体とを
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備え、
　前記背面板は、前記配線器具またはその配線器具に接続された前記電線が貫通配置され
る貫通孔を有し、
　前記カバー体は、前記基台に対して、前記化粧プレートを含めて前記配線器具装置の前
記壁表側を覆い隠す閉位置と、前記配線器具を露出させる開位置とに移動可能であって、
　前記閉位置にあるカバー体と前記基台とで取り囲む内側空間は、前記化粧プレートを収
容可能な大きさに形成される、配線器具装置の隠ぺい装置。
【請求項４】
　前記貫通孔は、前記電線が接続された前記配線器具付きの前記器具保持枠が通過可能と
なる大きさに形成される、請求項３に記載の配線器具装置の隠ぺい装置。
【請求項５】
　前記内側空間は、前記配線器具に差し込まれたコンセントプラグを収容可能に形成され
、かつ、前記隠ぺい装置には、前記コンセントプラグのコードが前記内側空間から引き出
される引出し開口が設けられる、請求項３または４に記載の配線器具装置の隠ぺい装置。
【請求項６】
　前記基台は、前記背面板から立ち上がる立設壁を有し、その立設壁が取り囲む内側が、
前記内側空間を形成する、請求項３ないし５のいずれか１項に記載の配線器具装置の隠ぺ
い装置。
【請求項７】
　前記カバー体は、前記基台に対して上下にスライド移動可能であって、そのスライド移
動する下方端側が前記閉位置となり、上方端側が前記開位置となる、請求項３ないし６の
いずれか１項に記載の配線器具装置の隠ぺい装置。
【請求項８】
　前記基台と前記カバー体には、前記開位置にて前記カバー体を保持する保持手段が設け
られる、請求項７に記載の配線器具装置の隠ぺい装置。
【請求項９】
　前記カバー体は、その左右の両側および上側が、前記閉位置にて前記壁の前面に当接ま
たは近接するまで延びて形成される、請求項３ないし８のいずれか１項に記載の配線器具
装置の隠ぺい装置。
【請求項１０】
　前記背面板は、その裏面に、前記壁孔を取り囲むように貼り付けられたパッキンを有す
る、請求項３ないし９のいずれか１項に記載の配線器具装置の隠ぺい装置。
【請求項１１】
　壁に設置される配線器具装置の壁表側を覆い隠す、隠ぺい構造であって、
　前記配線器具装置は、壁裏に配置される配線器具固定体と、前記壁裏の電線が接続され
て壁孔から前記壁表に露出する配線器具と、その配線器具を保持して前記壁の前面に対向
するとともに前記配線器具固定体にビス止めされる器具保持枠と、前記配線器具が前記壁
表に露出するようにして前記器具保持枠および前記壁孔を覆う化粧プレートとを備え、
　前記隠ぺい構造は、
　前記壁の前面と前記器具保持枠との間に配置された背面板を有する基台と、前記基台に
組み付けられてもしくは備えられて、前記配線器具装置の壁表側を覆い隠すカバー体とを
備え、
　前記背面板は、前記配線器具またはその配線器具に接続された前記電線が貫通配置され
る貫通孔を有し、
　前記器具保持枠に設けられたビス挿通孔に挿通されたビスが、前記背面板を通過して前
記配線器具固定体にねじ込まれて、前記器具保持枠と前記配線器具固定体とで前記背面板
および前記壁を挟持して、前記器具保持枠および前記基台が前記壁に固定され、また、
　前記カバー体は、前記化粧プレートを含めて前記配線器具装置を覆い隠す閉位置と、前
記配線器具を露出させる開位置とに移動可能となっている、配線器具装置の隠ぺい構造。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は、配線器具を埃等から保護するために配線器具装置を隠ぺいする、配線器具
装置の隠ぺい方法、配線器具装置の隠ぺい装置、および配線器具装置の隠ぺい構造に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、屋内のコンセントにおいて、トラッキング現象を防止するために、コン
セントに防塵カバーを後付けしたものがあった（特許文献１参照）。図１３に示すように
、この防塵カバー２２は、枠状のベース２３と、そのベース２３に取り付けられた開閉可
能なコンセントプラグカバー２４とからなっていた。そして、防塵カバー２２は、そのベ
ース２３が両面テープ２５を用いてコンセント２１の化粧カバー２１ａ（化粧プレート）
に貼り付けられ、これによって、防塵カバー２２は、コンセント２１側に取り付けられた
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】登録実用新案第３０１５６４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、前記従来の防塵カバー２２においては、その取付けが、化粧カバー２１ａ（
化粧プレート）への両面テープ２５による貼り付けにより行われていたため、外れやすく
不安定であった。
【０００５】
　この発明は、上記した従来の欠点を解決するためになされたものであり、その目的とす
るところは、配線器具装置を長期に渡り安定して覆い隠すことができる、配線器具装置の
隠ぺい方法、配線器具装置の隠ぺい装置、および配線器具装置の隠ぺい構造を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る配線器具装置の隠ぺい方法、配線器具装置の隠ぺい装置、および配線器
具装置の隠ぺい構造は、前記目的を達成するために、次の構成からなる。すなわち、
　請求項１に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい方法は、壁に設置される配線器具装
置の壁表側を、隠ぺい装置を用いて覆い隠す隠ぺい方法である。ここで、前記配線器具装
置は、壁裏に配置される配線器具固定体と、前記壁裏の電線が接続されて壁孔から前記壁
表に露出する配線器具と、その配線器具を保持して前記壁の前面に対向するとともに前記
配線器具固定体にビス止めされる器具保持枠と、前記配線器具が前記壁表に露出するよう
にして前記器具保持枠および前記壁孔を覆う化粧プレートとを備える。そして、前記隠ぺ
い装置は、背面板を有する基台と、その基台に組み付けられもしくは備わるカバー体とを
備える。そこで、前記隠ぺい方法は、前記基台の背面板に形成された貫通孔から、前記電
線が接続された前記配線器具付きの前記器具保持枠を、後方から前方に通過させ、前記背
面板の裏面を前記壁の前面に当接させるとともに前記器具保持枠を前記背面板の前面に宛
がう。そして、前記器具保持枠に設けられたビス挿通孔に、ビスを挿通し、そのビスを前
記背面板を通過させて前記配線器具固定体にねじ込むことにより、前記器具保持枠と前記
配線器具固定体とで前記背面板および前記壁を挟持して、前記器具保持枠および前記基台
を前記壁に固定する。次いで、前記化粧プレートを前記器具保持枠に取り付け、前記基台
に組み付けられもしくは備わる前記カバー体によって、前記配線器具装置の前記壁表側を
覆い隠す。
【０００７】
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　この隠ぺい方法によると、基台における背面板の裏面が、壁の前面に当接し、器具保持
枠が、背面板の前面に宛がわれる。したがって、背面板は、器具保持枠の裏側にあり、器
具保持枠のビス挿通孔を通るビスが、配線器具固定体にねじ込まれると、つまり、器具保
持枠が配線器具固定体にビス止めされると、背面板は、器具保持枠によって壁に押し付け
られて、基台は、壁にしっかりと固定される。そして、その基台に組み付けられもしくは
備わるカバー体により、配線器具装置の壁表側を覆い隠すことができる。
【０００８】
　また、請求項２に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい方法は、壁に設置される配線
器具装置の壁表側を、隠ぺい装置を用いて覆い隠す隠ぺい方法である。ここで、前記配線
器具装置は、壁裏に配置される配線器具固定体と、前記壁裏の電線が接続されて壁孔から
前記壁表に露出する配線器具と、その配線器具を保持して前記壁の前面に対向するととも
に前記配線器具固定体にビス止めされる器具保持枠と、前記配線器具が前記壁表に露出す
るようにして前記器具保持枠および前記壁孔を覆う化粧プレートとを備える。そして、前
記隠ぺい装置は、背面板を有する基台と、その基台に組み付けられもしくは備わるカバー
体とを備える。そこで、前記隠ぺい方法は、前記基台の背面板に形成された貫通孔から、
前記電線を、後方から前方に通過させ、その電線を、前記配線器具付きの前記器具保持枠
における配線器具に接続し、前記背面板の裏面を前記壁の前面に当接させるとともに前記
器具保持枠を前記背面板の前面に宛がう。そして、前記器具保持枠に設けられたビス挿通
孔に、ビスを挿通し、そのビスを前記背面板を通過させて前記配線器具固定体にねじ込む
ことにより、前記器具保持枠と前記配線器具固定体とで前記背面板および前記壁を挟持し
て、前記器具保持枠および前記基台を前記壁に固定する。次いで、前記化粧プレートを前
記器具保持枠に取り付け、前記基台に組み付けられもしくは備わる前記カバー体によって
、前記配線器具装置の前記壁表側を覆い隠す。
【０００９】
　この隠ぺい方法によると、基台における背面板の裏面が、壁の前面に当接し、器具保持
枠が、背面板の前面に宛がわれる。したがって、背面板は、器具保持枠の裏側にあり、器
具保持枠のビス挿通孔を通るビスが、配線器具固定体にねじ込まれると、つまり、器具保
持枠が配線器具固定体にビス止めされると、背面板は、器具保持枠によって壁に押し付け
られて、基台は、壁にしっかりと固定される。そして、その基台に組み付けられもしくは
備わるカバー体により、配線器具装置の壁表側を覆い隠すことができる。
【００１０】
　また、請求項３に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい装置は、壁に設置される配線
器具装置の壁表側を覆い隠す、隠ぺい装置である。ここで、前記配線器具装置は、壁裏に
配置される配線器具固定体と、前記壁裏の電線が接続されて壁孔から前記壁表に露出する
配線器具と、その配線器具を保持して前記壁の前面に対向するとともに前記配線器具固定
体にビス止めされる器具保持枠と、前記配線器具が前記壁表に露出するようにして前記器
具保持枠および前記壁孔を覆う化粧プレートとを備える。そこで、前記隠ぺい装置は、前
記壁の前面と前記器具保持枠との間に配置される背面板を有する基台と、前記基台に組み
付けられてもしくは備えられて、前記配線器具装置の壁表側を覆い隠すカバー体とを備え
る。前記背面板は、前記配線器具またはその配線器具に接続された前記電線が貫通配置さ
れる貫通孔を有する。そして、前記カバー体は、前記基台に対して、前記化粧プレートを
含めて前記配線器具装置の前記壁表側を覆い隠す閉位置と、前記配線器具を露出させる開
位置とに移動可能であって、前記閉位置にあるカバー体と前記基台とで取り囲む内側空間
は、前記化粧プレートを収容可能な大きさに形成される。
【００１１】
　この隠ぺい装置によると、基台における背面板は、壁の前面と器具保持枠との間に配置
される。そこで、器具保持枠が配線器具固定体にビス止めされると、背面板は、器具保持
枠によって壁に押し付けられて、基台は、壁にしっかりと固定される。そして、その基台
に組み付けられもしくは備わるカバー体により、配線器具装置の壁表側を覆い隠すことが
できる。
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【００１２】
　また、請求項４に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい装置は、請求項３に記載の隠
ぺい装置において、前記貫通孔は、前記電線が接続された前記配線器具付きの前記器具保
持枠が通過可能となる大きさに形成される。これにより、既設の配線器具装置に対し、配
線器具から電線を取り外すことなく、この隠ぺい装置を配置することができる。
【００１３】
　また、請求項５に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい装置は、請求項３または４に
記載の隠ぺい装置において、前記内側空間は、前記配線器具に差し込まれたコンセントプ
ラグを収容可能に形成され、かつ、前記隠ぺい装置には、前記コンセントプラグのコード
が前記内側空間から引き出される引出し開口が設けられる。これにより、コンセントプラ
グのコードを引出し開口から引き出すことで、コンセントプラグを配線器具に差し込んだ
状態のままで、カバー体を閉位置にすることができる。
【００１４】
　また、請求項６に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい装置は、請求項３ないし５の
いずれか１項に記載の隠ぺい装置において、前記基台は、前記背面板から立ち上がる立設
壁を有し、その立設壁が取り囲む内側が、前記内側空間を形成する。これにより、隠ぺい
装置は、剛性が増し、カバー体を押しても撓み変形し難い。
【００１５】
　また、請求項７に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい装置は、請求項３ないし６の
いずれか１項に記載の隠ぺい装置において、前記カバー体は、前記基台に対して上下にス
ライド移動可能であって、そのスライド移動する下方端側が前記閉位置となり、上方端側
が前記開位置となる。
【００１６】
　また、請求項８に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい装置は、請求項７に記載の隠
ぺい装置において、前記基台と前記カバー体には、前記開位置にて前記カバー体を保持す
保持手段が設けられる。
【００１７】
　また、請求項９に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい装置は、請求項３ないし８の
いずれか１項に記載の隠ぺい装置において、前記カバー体は、その左右の両側および上側
が、前記閉位置にて前記壁の前面に当接または近接するまで延びて形成される。これによ
り、カバー体が閉位置にあるとき、基台は、そのカバー体に隠れて見え難く、見栄えがよ
い。
【００１８】
　また、請求項１０に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい装置は、請求項３ないし９
のいずれか１項に記載の隠ぺい装置において、前記背面板は、その裏面に、前記壁孔を取
り囲むように貼り付けられたパッキンを有する。これにより、壁の前面に凹凸がある場合
であっても、壁と基台の背面板との密着性が増し、壁内の粉塵が、壁と背面板との間を通
って放散するのを防止することができる。
【００１９】
　また、請求項１１に記載の発明に係る配線器具装置の隠ぺい構造は、壁に設置される配
線器具装置の壁表側を覆い隠す、隠ぺい構造である。ここで、前記配線器具装置は、壁裏
に配置される配線器具固定体と、前記壁裏の電線が接続されて壁孔から前記壁表に露出す
る配線器具と、その配線器具を保持して前記壁の前面に対向するとともに前記配線器具固
定体にビス止めされる器具保持枠と、前記配線器具が前記壁表に露出するようにして前記
器具保持枠および前記壁孔を覆う化粧プレートとを備える。そこで、前記隠ぺい構造は、
前記壁の前面と前記器具保持枠との間に配置された背面板を有する基台と、前記基台に組
み付けられてもしくは備えられて、前記配線器具装置の壁表側を覆い隠すカバー体とを備
える。前記背面板は、前記配線器具またはその配線器具に接続された前記電線が貫通配置
される貫通孔を有する。そして、前記器具保持枠に設けられたビス挿通孔に挿通されたビ
スが、前記背面板を通過して前記配線器具固定体にねじ込まれて、前記器具保持枠と前記
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配線器具固定体とで前記背面板および前記壁を挟持して、前記器具保持枠および前記基台
が前記壁に固定される。また、前記カバー体は、前記化粧プレートを含めて前記配線器具
装置を覆い隠す閉位置と、前記配線器具を露出させる開位置とに移動可能となっている。
【００２０】
　この隠ぺい構造によると、基台における背面板は、壁の前面と器具保持枠との間に配置
される。そこで、器具保持枠のビス挿通孔を通るビスが、配線器具固定体にねじ込まれる
と、つまり、器具保持枠が配線器具固定体にビス止めされると、背面板は、器具保持枠に
よって壁に押し付けられて、基台は、壁にしっかりと固定される。そして、その基台に組
み付けられもしくは備わるカバー体により、配線器具装置の壁表側を覆い隠すことができ
る。
【発明の効果】
【００２１】
　この発明に係る配線器具装置の隠ぺい方法、配線器具装置の隠ぺい装置、および配線器
具装置の隠ぺい構造によれば、基台における背面板は、器具保持枠の裏側にあり、器具保
持枠が配線器具固定体にビス止めされると、背面板は、器具保持枠によって壁に押し付け
られて、基台は、壁にしっかりと固定され、このため、配線器具装置を長期に渡り安定し
て覆い隠すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】この発明の一実施の形態の、隠ぺい構造の分解斜視図である。
【図２】同じく、隠ぺい構造の斜視図であって、カバー体が開状態にある。
【図３】同じく、隠ぺい装置の斜視図であって、カバー体が閉状態にある。
【図４】同じく、隠ぺい装置の背面図であって、カバー体の閉状態にある。
【図５】同じく、図４におけるＡ矢視図である。
【図６】同じく、図４におけるＢ－Ｂ線による断面図である。
【図７】同じく、図４におけるＣ－Ｃ線による断面図である。
【図８】同じく、基台の斜視図である。
【図９】同じく、基台の正面図である。
【図１０】同じく、カバー体の斜視図である。
【図１１】この発明の他の実施の形態の、隠ぺい装置の斜視図であって、カバー体が開状
態にある。
【図１２】同じく、基台の斜視図である。
【図１３】従来の防塵カバーを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、この発明に係る配線器具装置の隠ぺい方法、配線器具装置の隠ぺい装置、および
配線器具装置の隠ぺい構造を実施するための形態を図面に基づいて説明する。
【００２４】
　図１～図１０は、本発明の一実施の形態を示す。図中符号１は、建物の屋内の壁を示す
。３は、前記壁１に設置される配線器具装置を示す。８は、前記配線器具装置３の壁表１
ａ（壁１の表）側を覆い隠す隠ぺい装置を示し、９は、その配線器具装置３の壁表１ａ側
を覆い隠す隠ぺい構造を示す。
【００２５】
　ここで、配線器具装置３は、図１に示すように、壁裏１ｂ（壁１の裏）に配置される配
線器具固定体４と、壁裏１ｂの電線２が接続されて壁孔１ｃ（壁１にあけられた孔）から
壁表１ａに露出する配線器具５と、その配線器具５を保持して壁１の前面に対向するとと
もに配線器具固定体４にビス止めされる器具保持枠６と、配線器具５が壁表１ａに露出す
るようにして器具保持枠６および壁孔１ｃを覆う化粧プレート７とを備える。
【００２６】
　隠ぺい装置８は、図１および図２に示すように、壁１の前面と器具保持枠６との間に配
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置される背面板１０ａを有する基台１０と、基台１０に組み付けられてもしくは備えられ
て、配線器具装置３の壁表１ａ側を覆い隠すカバー体１１とを備える。ここで、背面板１
０ａは、配線器具５またはその配線器具５に接続された電線２（図示実施の形態において
は、配線器具５）が貫通配置される貫通孔１０ｂを有する。そして、この貫通孔１０ｂは
、電線２が接続された配線器具５付きの器具保持枠６が通過可能となる大きさに形成され
る。
【００２７】
　カバー体１１は、基台１０に対して、化粧プレート７を含めて配線器具装置３の壁表１
ａ側を覆い隠す閉位置（図３～図７参照）と、配線器具５を露出させる開位置（図２参照
）とに移動可能であって、閉位置にあるカバー体１１と基台１０とで取り囲む内側空間８
ａは、化粧プレート７を収容可能な大きさに形成される。
【００２８】
　具体的には、配線器具固定体４は、例えば箱状に形成された配線ボックスからなり、壁
裏１ｂの柱とか桟等に固定される。また、配線器具５は、コンセントからなる。そして、
この配線器具５は、器具保持枠６の枠内を貫通するように配置されて、その器具保持枠６
に、例えばカシメ等により取り付けられる。器具保持枠６は、例えば金属製であって、矩
形状（図示実施の形態においては、上下に長い長方形形状）に形成されて、枠の上下に、
ビス挿通孔６ａが設けられる。そこで、このビス挿通孔６ａを挿通するビス１２が、配線
器具固定体４にねじ込まれることで、器具保持枠６は、配線器具固定体４、ひいては壁１
に固定される。
【００２９】
　化粧プレート７は、配線器具５が壁表１ａに露出するための窓孔７ａを有する。図示実
施の形態においては、化粧プレート７は、前後に分離する化粧プレート本体７ｂと取付枠
７ｃとの二体からなる。ここで、取付枠７ｃは、器具保持枠６にビス止めされ、化粧プレ
ート本体７ｂは、前記窓孔７ａを有するとともに、取付枠７ｃに係止される係止爪（図示
せず）を有して、取付枠７ｃに取り付けられる。もっとも、化粧プレート７は、二体から
ならなくとも、一体に形成されて、器具保持枠６に、ビスとか係止爪等により取り付けら
れても構わない。
【００３０】
　隠ぺい装置８は、前述したように、基台１０とカバー体１１とを備える。そして、基台
１０とカバー体１１とは、例えば合成樹脂からなり、前記内側空間８ａが、配線器具５に
差し込まれたコンセントプラグ１３を収容可能に形成される（図２参照）。そして、隠ぺ
い装置８には、コンセントプラグ１３のコード１３ａが内側空間８ａから引き出される引
出し開口８ｂが設けられる。
【００３１】
　ここにおいて、基台１０は、背面板１０ａから立ち上がる立設壁１０ｃを有する。そし
て、その立設壁１０ｃが取り囲む内側が、前記内側空間８ａを形成する。詳細には、背面
板１０ａは、長方形状に形成されて、その中央から若干上方にずれた位置に、前記貫通孔
１０ｂが長方形状に形成される。そして、この背面板１０ａには、貫通孔１０ｂを上下に
挟むようにして、孔１０ｄ、１０ｄがあけられている。そこで、器具保持枠６のビス挿通
孔６ａに挿通されたビス１２が、背面板１０ａの孔１０ｄを通ることで、ビス１２は、背
面板１０ａを通過する（図１参照）。また、背面板１０ａには、その裏面において壁孔１
ｃを取り囲むように凹溝１０ｅが形成され、必要に応じてその凹溝１０ｅにパッキン（図
示せず）が貼り付けられる。立設壁１０ｃは、左右の側壁１０ｆ、１０ｆと、上壁１０ｇ
および下壁１０ｈとからなる。そして、下壁１０ｈには、ノックアウト１０ｉが設けられ
、このノックアウト１０ｉを除去することで、前述の引出し開口８ｂが形成される（図２
参照）。
【００３２】
　カバー体１１は、その左右の両側および上側が、前記閉位置にて（図示実施の形態にお
いては、閉位置から開位置に渡って）壁１の前面に当接または近接するまで延びて形成さ
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れる。詳細には、カバー体１１は、前記内側空間８ａを隔てて背面板１０ａと対向する天
面板１１ａと、その天面板１１ａから立ち上がる覆い壁１１ｂとを有する。そこで、この
覆い壁１１ｂが、前記閉位置にて（図示実施の形態においては、閉位置から開位置に渡っ
て）壁１の前面に当接または近接するまで延びて形成される。ここで、天面板１１ａは、
略長方形状であって、上部側が背面板１０ａ側に湾曲して形成される。覆い壁１１ｂは、
左右の側部覆い壁１１ｃ、１１ｃと、上部覆い壁１１ｄとからなり、それら側部覆い壁１
１ｃ、１１ｃおよび上部覆い壁１１ｄは、基台１０における側壁１０ｆ、１０ｆおよび上
壁１０ｇの外側に位置して、前記内側空間８ａを取り囲む。
【００３３】
　このカバー体１１は、基台１０に対して上下にスライド移動可能であって、そのスライ
ド移動する下方端側が前記閉位置となり、上方端側が前記開位置となる。そして、基台１
０とカバー体１には、前記開位置にてカバー体１１を保持する保持手段８ｃが設けられる
。詳細には、基台１０には、左右の側壁１０ｆ、１０ｆおよび上壁１０ｇに、その基端側
（背面板１０ａの側）において周方向に延びる突条１０ｊが形成されている。そこで、こ
の突条１０ｊのうち、左右の突条１０ｊが案内部１０ｋとなり、カバー体１１の側部覆い
壁１１ｃに、前記案内部１０ｋに案内される被案内部１１ｅが形成されて、カバー体１１
は、基台１０に対して上下にスライド移動する。そして、前記保持手段８ｃは、基台１０
に設けられた例えば凸部からなる係止部１０ｍ（図８、図９参照）と、カバー体１１に設
けられた例えば凹部からなって前記係止部１０ｍに係止される被係止部１１ｆ（図１０参
照）とからなる。
【００３４】
　また、基台１０には係合部１０ｎが設けられ、カバー体１１には被係合部１１ｇが設け
られて、前記閉位置にて、被係合部１１ｇが係合部１０ｎに係合することで、カバー体１
１は、閉位置から開位置側に安易には、移動しないようになっている。図示実施の形態に
おいては、基台１０の下壁１０ｈの先端部（詳しくは、下壁１０ｈの先端部中央に位置す
る先端一部）が、表面が例えばアール面加工された係合部１０ｎとなり、カバー体１１の
天面板１１ａの裏面から突出する（詳しくは、天面板１１ａの裏面下部の中央位置から内
側に突出する）突部が、被係合部１１ｇとなっている。
【００３５】
　隠ぺい構造９は、壁１の前面と器具保持枠６との間に配置された背面板１０ａを有する
基台１０と、その基台１０に組み付けられてもしくは備えられて、配線器具装置３の壁表
１ａ側を覆い隠すカバー体１１とを備える。ここで、背面板１０ａは、配線器具５または
その配線器具５に接続された電線２（図示実施の形態においては、配線器具５）が貫通配
置される貫通孔１０ｂを有する。そして、器具保持枠６に設けられたビス挿通孔６ａに挿
通されたビス１２が、背面板１０ａ（図示実施の形態においては、背面板１０ａに設けら
れた孔１０ｄ）を通過して配線器具固定体４にねじ込まれて、器具保持枠６と配線器具固
定体４とで背面板１０ａおよび壁１を挟持して、器具保持枠６および背面板１０ａ（つま
り、基台１０）が壁１に固定されている（図１参照）。そして、カバー体１１は、化粧プ
レート７を含めて配線器具装置３を覆い隠す閉位置と、配線器具５を露出させる開位置と
に移動可能となっている。なお、器具保持枠６には化粧プレート７が取り付けられるが、
この化粧プレート７と基台１０の下壁１０ｈとの間に、化粧プレート７（図示実施の形態
においては、化粧プレート本体７ｂ）を、ドライバー等の工具で引っ掛けて、あるいは指
先を押し込んで外すためのスペースが確保されるのが望ましい。
【００３６】
　次に、前記配線器具装置３の壁表１ａ側を、前記隠ぺい装置８を用いて覆い隠す隠ぺい
方法を説明する。この隠ぺい方法は、図１に示すように、基台１０の背面板１０ａに形成
された貫通孔１０ｂから、電線２が接続された配線器具５付きの器具保持枠６を、後方か
ら前方に通過させ、背面板１０ａの裏面を壁１の前面に当接させるとともに器具保持枠６
を背面板１０ａの前面に宛がう。そして、器具保持枠６に設けられたビス挿通孔６ａに、
ビス１２を挿通し、そのビス１２を背面板１０ａを通過させて配線器具固定体４にねじ込
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むことにより、器具保持枠６と配線器具固定体４とで背面板１０ａおよび壁１を挟持して
、器具保持枠６および基台１０を壁１に固定する。次いで、化粧プレート７を器具保持枠
６に取り付け、基台１０に組み付けられもしくは備わるカバー体１１によって、配線器具
装置３の壁表１ａ側を覆い隠す。なお、この隠ぺい方法は、初めに、背面板１０ａの貫通
孔１０ｂから、電線２が接続された配線器具５付きの器具保持枠６を通過させるが、これ
に代えて、前記貫通孔１０ｂから、電線２を、後方から前方に通過させ、その電線２を、
配線器具５付きの器具保持枠６における配線器具５に接続してもよい。
【００３７】
　次に、以上の構成からなる配線器具装置３の隠ぺい方法、配線器具装置３の隠ぺい装置
８、および配線器具装置３の隠ぺい構造９の作用効果について説明する。隠ぺい装置８お
よび隠ぺい構造９は、基台１０とカバー体１１とを備え、基台１０における背面板１０ａ
は、壁１の前面と器具保持枠６との間に配置される。つまり、背面板１０ａの裏面が、壁
１の前面に当接し、器具保持枠６が、背面板１０ａの前面に宛がわれる。したがって、背
面板１０ａは、器具保持枠６の裏側にあり、器具保持枠６のビス挿通孔６ａを通るビス１
２が、配線器具固定体４にねじ込まれると、つまり、器具保持枠６が配線器具固定体４に
ビス止めされると、背面板１０ａは、器具保持枠６によって壁１に押し付けられて、基台
１０は、壁１にしっかりと固定される。そして、その基台１０に組み付けられもしくは備
わるカバー体１１により、配線器具装置３の壁表１ａ側を覆い隠すことができる。
【００３８】
　すなわち、基台１０における背面板１０ａは、器具保持枠６の裏側にあり、器具保持枠
６が配線器具固定体４にビス止めされると、背面板１０ａは、器具保持枠６によって壁１
に押し付けられて、基台１０は、壁１にしっかりと固定され、このため、配線器具装置３
を長期に渡り安定して覆い隠すことができる。したがって、的確に、配線器具５を埃等か
ら保護したり、子供や老人が不用意に配線器具５に触れるのを防止したりすることができ
る。
【００３９】
　また、背面板１０ａの貫通孔１０ｂは、壁裏１ｂの電線２が接続された前記配線器具５
付きの前記器具保持枠６が通過可能となる大きさに形成される。これにより、既設の配線
器具装置３に対し、配線器具５から電線２を取り外すことなく、基台１０、すなわち隠ぺ
い装置８を配置することができる。
【００４０】
　また、コンセントプラグ１３のコード１３ａを引出し開口８ｂから引き出すことで、コ
ンセントプラグ１３を配線器具５（コンセント）に差し込んだ状態のままで、カバー体１
１を閉位置にすることができる。このため、特に、電源が常時必要な冷蔵庫等のコンセン
トプラグ１３をカバー体１１で覆い隠して、トラッキング現象を防止することができる。
【００４１】
　また、配線器具５（コンセント）に常時接続されるわけではない掃除機等を使用する際
には、保持手段８ｃによってカバー体１１を開位置に保持した状態で、コンセントプラグ
１３を配線器具５（コンセント）に接続することができる。このような箇所（つまり、コ
ンセントプラグ１３の抜き差し操作を頻繁に行う箇所とか、あるいは配線器具５がスイッ
チからなって、そのスイッチの操作を頻繁に行う箇所）においては、引出し開口８ｂは、
不要である。つまり、ノックアウト１０ｉを除去することなく用いたり、ノックアウト１
０ｉそのものを設けないようにしてもよい。こうすることで、カバー体１１が閉位置に位
置するときに、内側空間８ａへの手や異物の差し入れを防止することができる。
【００４２】
　また、カバー体１１は、その左右の両側および上側が、閉位置にて壁１の前面に当接ま
たは近接するまで延びて形成される。これにより、カバー体１１が閉位置にあるとき、基
台１０は、そのカバー体１１に隠れて見え難く、見栄えがよい。
【００４３】
　また、基台１０は、背面板１０ａから立ち上がる立設壁１０ｃを有し、その立設壁１０
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ｃが取り囲む内側が、前記内側空間８ａを形成する。これにより、隠ぺい装置８および隠
ぺい構造９は、剛性が増し、カバー体１１を押しても撓み変形し難い。
【００４４】
　また、背面板１０ａには、その裏面に凹溝１０ｅが形成されており、その凹溝１０ｅに
パッキンを貼り付ければ、背面板１０ａは、その裏面に、壁孔１ｃを取り囲むように貼り
付けられたパッキンを有する。そして、このパッキンにより、壁１の前面に凹凸がある場
合であっても、壁１と基台１０の背面板１０ａとの密着性が増し、壁１内の粉塵が、壁１
と背面板１０ａとの間を通って放散するのを防止することができる。
【００４５】
　なお、本発明は、上述した実施の形態に限定されるわけではなく、その他種々の変更が
可能である。例えば、配線器具５は、コンセントからなるが、スイッチ等からなっていて
もよい。
【００４６】
　また、基台１０は、立設壁１０ｃを有するが、図１１および図１２に示すように、立設
壁１０ｃは、無くともよい。また、立設壁１０ｃのうち下壁１０ｈのみを無くしてもよい
。そして、これらのように、下壁１０ｈが無く下側が開口する場合には、その開口が、コ
ンセントプラグ１３のコード１３ａが内側空間８ａから引き出される引出し開口８ｂとな
る。
【００４７】
　また、基台１０における背面板１０ａの貫通孔１０ｂには、配線器具５が貫通配置され
るが、配線器具５に接続された電線２が貫通配置されてもよい。すなわち、配線器具５は
、器具保持枠６に保持されて、貫通孔１０ｂを貫通するまで後方に延びているが、貫通孔
１０ｂに達することなく、配線器具５に接続された電線２が、貫通孔１０ｂを貫通しても
よい。
【００４８】
　また、背面板１０ａの裏面には、凹溝１０ｅが形成され、その凹溝１０ｅにパッキンを
貼り付けることができるが、凹溝１０ｅを設けることなく、背面板１０ａの裏面の平坦部
にパッキンを貼り付けるようにしても構わない。
【００４９】
　また、カバー体１１は、スライド移動することで開閉されるが、例えば、カバー体１１
をヒンジ（一体もしくは別体成形のヒンジ）により回動することで開閉するものであって
もよく、また、カバー体１１を基台１０に対し着脱することで、開閉するものであっても
よい。
【００５０】
　また、配線器具固定体４は、配線ボックスでなくとも、壁１の裏面に当接するよう配置
される枠であってもよい。
【符号の説明】
【００５１】
　１　壁
　１ａ　壁表
　１ｂ　壁裏
　１ｃ　壁孔
　２　電線
　３　配線器具装置
　４　配線器具固定体
　５　配線器具
　６　器具保持枠
　６ａ　ビス挿通孔
　７　化粧プレート
　８　隠ぺい装置
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　８ａ　内側空間
　８ｂ　引出し開口
　８ｃ　保持手段
　９　隠ぺい構造
　１０　基台
　１０ａ　背面板
　１０ｂ　貫通孔
　１０ｃ　立設壁
　１１　カバー体
　１２　ビス
　１３　コンセントプラグ
　１３ａ　コード

【図１】 【図２】
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